
平成 29 年 2月号　No.83

今月のみどころ
・7大事業でまちづくりを展開
・名誉町民深沢幸雄氏ご逝去
【くらしのカレンダー】
・町有住宅入居者募集
・�増穂ふるさと自然塾プログラ
ム情報
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〜 まちを取り巻く喫緊の課題 〜 7大事業でまちづくりを展開

地方債（借入金）の
しくみ

　地方債は、地方公共団
体が資金調達において、
財源を確保できる長期借
入金です。地方債には3
つの役割があります。

　町では、現在直面している
課題に対応するため、「 7つ
の大規模事業」を計画してい
ます。
　これらの事業は、いまの時
代に着手をしなければならな
いものであり、次の時代に送
ることは、ますます財政を圧
迫させることとなります。
　そこで今月号では、皆さん
にご理解をいただくため、こ
れらの事業概要をお知らせし
ます。

　7大事業は、今後10年間において、1事業における概算事業費が約10億円以
上の事業をまとめたものです。（ただし、リニア側道は、リニア完成後の平成39年度以
降に着工予定）
　全体で約118億円を想定しており、財源は、国県支出金が約14億円、地方債
が約100億円、町が支出する一般財源が約4億円を見込んでいます。
　なかでも、地方債は国などからの借入れとなりますが、返済の際に国から支援
を受けられる有利なものを選択します。
　こうして、国や県からの交付金や有利な地方債を利用することで、町が支出す
る一般財源をできる限り少なくする工夫をしていきます。

※概算事業費は、現時点の想定であり、実際の支出とは異なります。� （単位：千円）

事 業 名 概算事業費
財　源　内　訳

国県支出金 地方債 一般財源
児童センター 1,000,000 24,000 976,000 0
町民体育館 3,500,000 3,500,000 0
町民交流広場 1,000,000 500,000 500,000 0
リニア側道 1,300,000 650,000 650,000 0
町民図書館 1,000,000 105,000 850,000 45,000
給食センター 1,000,000 150,000 764,000 86,000
役場庁舎 3,000,000 2,700,000 300,000
合　　計 11,800,000 1,429,000 9,940,000 431,000

※掲載順不同

町民
体育館

町民交流
広場

給食
センター

7 大事業に係る概算事業費の内訳

今後 10 年間で総額約 118 億円
　一般財源は約 4億円と想定

約 100 億の借入金
後年度負担は 38 億円程度を見込む
※返済に国の支援制度がある有利な地方債やリニア補償金を活用するため

3�　住民サービスを
安定させる調整
　大規模事業により、
他の住民サービスに影
響を及ぼさないよう
に、地方債により資金
調達をして、必要な事
業と従来の住民サービ
スも並行して行えるよ
うに調整をします。

リニア
側道

役場
庁舎
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FUJIKAW
A - PROJECT 　7つの大規模事業のうち4つは、リ

ニア中央新幹線建設に伴うものです。
リニアが通過するからといって、その
施設が全部、町からなくなっていいわ
けではありません。

　これと併せて、リニア高架橋による住環境を緩和させるための緩衝帯を広く
設けることや地域コミュニティへの影響や閉塞感を解消し、将来にわたる土地
利用価値を広げるために、側道整備が必要です。
　また、子どもたちに、より安全安心な給食を提供するための対策として、給
食センターの整備も必要となっています。
　これ以外にも、シビックコア地区整備を進めるためには、国の合同庁舎に町
民図書館を合築させることにより、国と同じ歩調で進めることも必要です。
　さらに、役場庁舎も老朽化しており、耐震基準を満たしていないことから、
整備していくことも必要です。
　将来的には、保育所や小中学校の建替えなども必要となることが明らかであ
り、先送りすることは、後年度の財政を圧迫させることとなります。

　こうした7つの事業以外にも、住民の皆さんから求められる行政サービスも
ありますので、しっかりとした財政計画を立てるなかで、国の交付金や返済が
有利な地方債（借入金）を活用して、町が支出するお金（一般財源）を少なく
する工夫をしながら、先を見据えたなかで、7つの大規模事業を執行していき
ます。

〜 まちを取り巻く喫緊の課題 〜

町民交流広場　イメージ図
（整備内容を想像したものであり、
実際の工事内容は異なります。）

児童
センター

町民
体育館

町民
図書館

課題1
　リニア中央新幹線建設に伴う公共施設の移転など
　　⑴　児童センター
　　⑵　町民体育館
　　⑶�　利根川公園スポーツ広場グラウンド（町

民交流広場）
　　⑷　側道整備

課題2
　シビックコア地区整備の推進
　　⑴　町民図書館

※シビックコア地区
　官公庁（国の出先機関）一帯と周辺を含めた広がりを持つ地区

課題3
　児童・生徒の食の安全対策
　　⑴　給食センター

課題4
　公共施設の再配置
　　⑴　役場庁舎

給食
センター

なぜ、
いまなのか！？

4つの

1　住民負担の世代間
　公平のための調整
　公共施設は、将来にわたっ
て利用することができるた
め、整備する時点の住民と将
来も利用する住民との世代間
負担の公平を調整する役割を
果たします。

2�　事業経費の年度間
の調整
　大規模事業は、一時的
に多額な経費が必要とな
ることから、借入金で経
費を調達し、後年度に計
画的に返済していくとい
う支出の平準化を調整し
ます。
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申請開始日

利用方法
①利用者登録 ②空き状況の

確認
③予約の

申し込み
④利用料金の

支払い

4 月利用分
から！

　4月使用分より、体育館やグラウンド、テニスコートなどの社会体
育施設の予約申請が、パソコンや携帯電話端末からできるようになり
ます。これにより、教育委員会の窓口にお越しいただくことなく、施
設のご利用ができます。�※従来どおり、教育委員会窓口でも申請できます。

申請開始日
スポーツ少年団 ⇒ 3 月 1 日（水）〜
� � 　　※毎月1日から翌月分の貸し出しが可能

体育協会専門部・一般利用者
 ⇒ 3 月 10 日（金）〜
� � 　　※毎月10日から翌月分の貸し出しが可能

利用方法
①利用者登録 ②空き状況の

確認
③予約の

申し込み
④利用料金の

支払い
　「やまなしくらしねっ
と」ホームページより、
IDパスワードの取得申
請をします。氏名、メー
ルアドレスなどを登録
後、登録完了通知が届き
ますので、利用者の情報
設定（パスワードの設定
など）をしてください。
※パスワードは大切に保
管してください

　「やまなしくらしねっ
と」ホームページにて利
用したい社会体育施設の
空き状況を確認します。

　利用したい施設の申し
込みをします。（ID、パス
ワードが必要になりま
す）
　予約が完了したら、
メールが届きますので、
確認し、「やまなしくらし
ねっと」ホームページか
ら『施設使用許可書』と
『納付書』をダウンロード
してください。

　施設使用日前までに使
用料を納付し※、施設を利
用してください。
※�「納付書」のプリントアウ
トが必要となります

やまなしくらしねっと

※操作方法など不明な点がありましたら、「やまなしくらしねっと」コールセン
ターへお問い合わせください。
��☎��0570−00−5353（土日祝日、年末年始は除く）
FAX�0570−00−6610　　support@e-tetsuzuki99.com

●お問い合わせ
　生涯学習課　社会体育担当　☎22−5361

社会体育施設の予約申請が
インターネットで

できるようになります！
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田
和
弥
（
4
）

平成 29 年

消
防
団
出
初
式

　
新
春
の
恒
例
行
事
で
あ
る
消
防
団
出
初
式
が
1
月
8
日
（
日
）、
利
根
川
公

園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
お
い
て
団
員
2
8
0
名
が
参
加
し
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
式
で
は
団
員
が
一
糸
乱
れ
ぬ
分
列
行
進
で
入
場
し
た
あ
と
、
団
長
訓

示
、
町
長
告
辞
が
行
わ
れ
、
団
員
は
職
責
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
防
火・防

災
活
動
へ
の
意
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。続
い
て
長
年
消
防
団
活
動
に
従
事
し

た
団
員
に
対
し
、
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、町
指
定
無
形
文
化
財
の
は
し
ご
乗
り
が
行
わ
れ
、15
名
の
乗
り
子
が

見
事
な
技
を
披
露
し
、技
が
決
ま
る
た
び
に
、会
場
か
ら
は
拍
手
や
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
続
い
て
、規
律
と
節
度
の
と
れ
た
第
1
分
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
車

操
法
と
第
6
分
団
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
・
表
彰
授
賞
者

▲永年勤続 30年表彰を受ける保坂徹也団員
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団　
員　
　
中
込　
司
（
4
）

　
団　
員　
　
小
倉
健
佑
（
5
）

　
団　
員　
　
椿　
正
浩
（
6
）

　
団　
員　
　
深
澤
慎
吾
（
7
）

　
団　
員　
　
坂
本
純
一
（
7
）

　
団　
員　
　
伊
藤　
誠
（
7
）

○
ラ
ッ
パ
隊
永
年
勤
続
表
彰

　
団　
員　
　
秋
山
真
樹
（
3
）

　
団　
員　
　
渡
邉
和
哉
（
4
）

　
団　
員　
　
仙
洞
田
和
也
（
6
）

○
鰍
沢
警
察
署
長
及
び

　
防
犯
協
会
支
部
長
感
謝
状

　
分
団
長　
　
深
沢
浩
太
（
1
）

　
分
団
長　
　
加
賀
美
渓
（
2
）

　
分
団
長　
　
依
田
隆
秀
（
4
）

　
分
団
長　
　
深
澤
俊
也
（
6
）

　
分
団
長　
　
石
坂
健
二
（
7
）

　
分
団
長　
　
深
澤
公
雄
（
8
）

　
分
団
長　
　
深
澤
一
仁
（
9
）

消防団員募集！

女性消防団員（広報啓発班・団本部に所属）も募集中 !!
なぜ女性団員が求められているの？

　�　女性ならではのきめ細かな気配りや明るさなど、ソ
フトな面を活用した消防団活動を必要としています。

女性団員はどんなことをするの？

　　「火災現場には出動しません !!」
　　・火災予防の広報啓発
　　・応急手当の普及
　　・消防団行事への参画
　　・高齢者などへの防火教育　など
　�　「女性だからこそできる」ことを念頭に男性団員とは
少し異なる活動をします。

入団資格はあるの？

　�　富士川町に在住または在勤している方で年
齢18歳以上の健康な方ならどなたでも入団
できます。

募集要項
募集人員　10名以内
募集期限　2月 10日（金）

応募先・お問い合わせ
　防災課　防災担当
　☎ 22−7218

あなたの想いで守れる街があるあなたの想いで救える命があるあなたの想いで深まる絆がある

入団資格
・町内に在住または勤務する方
・18 歳以上で健康な方

　消防団は、火災などの災害活動をはじ
め、応急援護の普及活動や災害を未然に
防ぐための啓発活動など幅広い活動を
行っています。「自分たちのまちは自分た
ちで守る」という精神のもと地域に密着
した活動を展開しています。
　そこで平成 29 年度を目前にした今、各
地域や分団の皆さんの協力を得て、消防
団員を募集します。あなたも地域防災の
要として活動してみませんか。
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申告申告　平成 29年 1月 1日現在、町に住所を有する方は、前年中（平成
28年 1月 1日から 12月 31日まで）の所得の申告が必要です。
　この申告は、町民税や国民健康保険税などの算定や扶養家族の確
認、また各種証明書交付の基礎資料となりますので、収入がなかっ
た方も「町民税・県民税・国民健康保険税申告書」の提出が必要で
す。
●お問い合わせ　税務課　住民税担当　☎ 22−7205

町・県民税、国民健康保険税の申告は　2月 2日（木）〜 3月 15日（水）※土日は除く

申告が必要な方

▷�町から「町民税・県民税・国民健康保険税申告書」が
送付された方
▷国民健康保険に加入している方
▷�遺族年金や障害年金などの非課税年金のみを受給して
いる方
▷�扶養されている方や病気、失業、学生などで昨年中に
所得がなかった方（内容を具体的に記入してください）

申告に関するお願い

◇�申告者の個人番号（マイナンバー）の番号確認と身元確認をさせていただきますので、マイナンバーカードまたは
通知カード＋身分証明書（運転免許証など）をご持参ください。
◇期間中に提出できない場合は、3月 15日（水）まで（土日は除く）に受付場所に提出してください。
◇�所得税確定申告の受付期間中（ 2月 16日〜 3月 15 日）は混雑が予想されますので、できるだけ集中受付期間中
の提出をお願いします。

※代理の方が申請する場合など詳しくは、町から送付される「町民税・県民税・国民健康保険税申告書について」をご覧ください。

所 得 税 の 確 定 申 告 が 必 要 な 方

　次の事項にあてはまる方は所得税の確定申告が必要になります
▷税務署から「確定申告書」が送付された方　▷土地・建物の譲渡や交換をされた方（土地収用事業を含む）

給与所得者の方

▷給与の収入金額が 2,000 万円を超える方
▷�給与所得や退職所得以外の所得の合計が 20万円を超
える方
▷給与の支払いを 2か所以上から受けている方
▷年末調整をしていない方

そのほか確定申告が必要になる方

▷ 10万円を超える医療費を支払った方（一部の方を除く）
▷年の途中で退職し、再就職をしていない方
▷災害などで損害を受けた方（税務署での申告となります）
▷生命保険の満期保険金などを受け取った方
▷ふるさと納税をした方（事前に申請を提出された方を除く）

確定申告が必要でない公的年金所得者

　公的年金などの収入金額が 400 万円以下であり、かつ公的年金などに係る雑所
得以外の所得金額が 20万円以下である場合、確定申告書の提出は不要です。
※町民税・県民税・国民健康保険税申告書の提出は必要です
　なお、この場合でも所得税の還付を受ける方は、還付申告書の提出が必要です。

事業所得、不動産所得者など

▷1年間の合計所得金額が所得控除額の合計を超える方

集中受付期間　2月2日（木）〜8日（水）（土日は除く）

　【受付時間】�午前 8時 30分〜正午
� 午後 1時〜 5時 15分
　【受付場所】�・本庁舎 1階　税務課
� ・教育文化会館鰍沢サービスセンター
　　※この期間は、所得税確定申告の受け付けはできません

マイナンバーカードを
持ってきてね！

平成 29. 2 月号　No.83（8）



■本庁舎（南別館）
対象地区 受　　付　　日 受 付 時 間 申告会場

最 勝 寺 2月 24日㈮　終日 3月 � 7 日㈫　午前

【午前】
午前 9時〜 11時
【午後】
午後 1時 15分〜 4時

【終日】
午前 9時〜 11時
午後 1時 15分〜 4時

本庁舎南別館
（本庁舎南隣）

天 神 中 條 2月 17日㈮　終日 3月 � 3 日㈮　午後
大 久 保

2月 16日㈭　終日 3月 � 3 日㈮　午前
平 林
𣇃 米

2月 28日㈫　午前 3月 � 9 日㈭　終日
小 室
小 林 2月 20日㈪　終日 3月 � 1 日㈬　午後
長 澤 2月 27日㈪　終日 3月 10日㈮　午前
大 椚

2月 21日㈫　午前 3月 � 6 日㈪　終日
髙 下
青柳町1・2丁目 2月 23日㈭　終日 3月 � 8 日㈬　午後
青柳町3〜5丁目 2月 22日㈬　午後 3月 � 2 日㈭　終日

町 内 全 地 区 3月 10日㈮　午後
13日㈪・14日㈫・15日㈬　終日

■教育文化会館 2階
対象地区 受　　付　　日 受 付 時 間 申告会場

鰍沢北・鰍沢中・中部 2月 21日㈫　午後 3月 � 1 日㈬　午前 【午前】
午前 9時〜 11時
【午後】
午後 1時 15分〜 4時

教育文化会館
2階鰍沢南・五開 2月 22日㈬　午前 2月 28日㈫　午後

鰍沢全地区 3月 7日㈫午後、8日㈬午前

所得税確定申告の相談受付
2月 16日（木）〜 3月 15日（水）　※土日は除く

《お願い》
◆�役場に所得税確定申告を提出する時には、申告者のマイナンバーカードまたは通知カード＋身分証明書（運
転免許証など）の写し（コピー）の添付が必要です。
◆混雑を避けるため、できる限り地区別受付日に申告書の提出をお願いします。
◆期間中は窓口が大変混雑します。必要書類が不明な場合はあらかじめお問い合わせください。
◆申告相談でお待ちいただく時間をできるだけ短くするために、証明書などは事前にご準備ください。
◆収支内訳書や医療費の明細書が必要になる方は、事前に作成してお持ちください。

【鰍沢税務署での申告となるもの】
・青色申告
・自営業、農業、不動産業所得の申告で、初めての方
・譲渡所得（土地・建物・株式）に関する申告
・株式（配当・譲渡）に関する申告
・住宅取得控除を初めて申告される方
・繰越損失がある場合の申告
・生命保険満期金の申告
・平成 28年分以外（過年度）の申告
・相続税・贈与税・消費税の申告
・雑損控除、先物取引や投資信託に関する申告

※申告内容が複雑な場合は、鰍沢税務署での申告をお願いする場合もあります。ご了承ください。

●お問い合わせ　鰍沢税務署　☎ 22−3191（自動音声でご案内します）

（9）平成 29. 2 月号　No.83



平
成
29
年
成
人
式

〜
大
人
の
自
覚
を
胸
に
、

新
た
な
門
出
〜

　
1
月
7
日
、
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
平
成
29
年
成
人
式
が
開
催

さ
れ
、
平
成
8
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
9
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
1
8
3
人
が
、
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
振
り
袖
や
紋
付
き
は
か
ま
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
友
人

や
恩
師
ら
と
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
、
昔
を
振
り
返
っ
た
り
し
な
が
ら
旧

交
を
あ
た
た
め
合
う
様
子
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
、
新
成
人
た
ち
の

笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。�
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新成人に聞く
20歳の抱負

陶山周平さん（長澤）

深澤駿介さん（青柳町）

熊王桃佳さん（青柳町）

望月幸季さん（最勝寺）

志村玲音さん（青柳町） 神山陸さん（天神中條）名取瞳衣さん（天神中條）　深澤愛実さん（青柳町）
深澤那緒さん（青柳町）
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　1月7日（土）に行われた成人式において、実行委員長
を務めた大庭いぶきさんに、お話を伺いました。
■今はどんなことをしていますか？
　大学を休学し、舞台やミュージカルに参加するなどして
舞台女優になるための勉強をしています。ふだんは町内で
暮らしていますが、舞台の練習が始まると都内で生活して
います。
■二十歳になって思うことは？
　法律的にも許されることが多くなる分、成人と�しての自
覚と責任感を持って生活していかなければならない、と感
じています。

■富士川町の良いところは？
　人と人との距離が近くて、みんながあたたかい
ところが好きです。子どもの頃、学校帰りに畑仕
事をしているおばあちゃんから野菜をもらって帰
ることもありました（笑）
■両親に向けてひとこと
　大学を休学して、舞台の道に進みたいと言った
ときも、反対しないでわたしの夢を後押ししてく
れて、今も支えてくれていることにすごく感謝し
ています。本当にこの両親の子で良かったと思っ
ています。

〜成人としての
自覚と責任感を持つ〜

大
おお
庭
ば
いぶき さん（五開）

誓

い

の

言

葉

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
成
人
を
代
表
し

て
誓
い
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、
獲
得
メ
ダ
ル
数

が
歴
代
最
高
と
な
る
な
ど
、
多
く

の
感
動
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
と
同
世
代
の
選
手
の
活
躍
も
見

ら
れ
、
そ
の
勇
姿
に
大
い
に
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち

は
成
人
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が

社
会
に
貢
献
し
て
い
く
べ
き
立
場

に
な
り
ま
す
が
、
日
々
の
積
み
重

ね
を
忘
れ
ず
、
大
き
く
羽
ば
た
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
熊
本
地
震
や
福

島
県
沖
地
震
が
発
生
し
、
改
め
て

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
厳

し
い
状
況
の
中
で
も
懸
命
に
復
興

し
て
い
く
人
々
の
姿
に
、
諦
め
な

い
こ
と
、
支
え
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
の
日
本
は
、
私
た
ち
若
者
に

と
っ
て
決
し
て
希
望
ば
か
り
と
は

言
え
な
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
に
は
支
え
て
く
れ
る
家

族
、
先
生
方
、
地
域
の
方
々
、
仲

間
た
ち
が
い
ま
す
。
不
安
に
足
を

止
め
そ
う
に
な
っ
た
と
き
も
、
助

け
合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
一

歩
一
歩
、
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

方
々
に
助
け
ら
れ
、見
守
ら
れ
て
、

今
こ
の
場
に
立
つ
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
私

た
ち
を
育
ん
で
く
だ
さ
っ
た

方
々
、
そ
し
て
こ
の
富
士
川
町
に

恩
返
し
を
で
き
る
よ
う
、
日
々
励

ん
で
参
り
ま
す
。

　

富
士
川
町
と
い
う
ふ
る
さ
と
で

育
っ
た
と
い
う
誇
り
を
胸
に
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
力
強
く
歩
ん
で

い
く
こ
と
を
約
束
し
、
誓
い
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
一
月
七
日

新
成
人
代
表　
　

大
庭　

い
ぶ
き

　
　
　
　
　
　
　

井
上　

智
貴
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【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

ス
イ
ー
ツ
ク
ラ
シ
ッ
ク
V

ol.12

　
毎
回
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る

町
内
の
美
味
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
堪
能

し
な
が
ら
、
弦
楽
器
の
素
敵
な
音
色

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
。
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め
は
お

早
め
に
！

◇
日
時　
2
月
25
日
（
土
）
午
後
2

時
開
演

◇
入
場
料　
自
由
席
1
，0
0
0
円

（
ス
イ
ー
ツ・ド
リ
ン
ク
付
き
）
限
定

60
席

◇
出
演　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
デ
ル

フ
ィ
ー
ネ

野
村
万
作
・
野
村
萬
斎

狂
言
鑑
賞
会

■
チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

　
人
間
国
宝
野
村
万
作
と
野
村
萬
斎

に
よ
る
狂
言
鑑
賞
会
で
す
。
こ
れ
ま

で
当
ホ
ー
ル
で
通
算
7
回
の
公
演
を

開
催
し
、
ぜ
ひ
も
う
一
度
！
の
声
に

お
応
え
し
、
待
望
の
第
8
弾
が
実
現

し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
3
月
20
日
（
月
祝
）
午
後

2
時
開
演

◇
入
場
料　
全
席
指
定
5
，0
0
0

円
（
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
員
4
，

8
0
0
円
）中
学
生
以
下
1
，0
0
0

円※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

◇
演
目　
『
二
人
大
名
』・『
仁
王
』

　
3
月
19
日
（
日
）
に
ふ
れ
あ
い
河

川
公
園
ほ
か
会
場
に
て
「
か
じ
ま
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
当
ク
ラ
ブ
で
定
例
開
催
し
て
い
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
の
3
つ
の

競
技
を
行
い
ま
す
。
初
心
者
も
大
歓

迎
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ（
河
川
公
園
）

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
（
利
根
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

◇
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

　
　
（
鰍
中
体
育
館
）

◇
参
加
費　
3
0
0
円

◇
申
込
方
法　
か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
教
育
委
員
会
内
）

に
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
〜
〜
今
後
の
予
定
〜
〜

○
サ
ッ
カ
ー
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
　
2
月
12
日
、
19
日

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
2
月
1
日
、
15
日

○
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

　
　
　
2
月
9
日
、
22
日

●
お
問
い
合
わ
せ

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
教
育
委
員
会
内
）

　
☎
22
―
5
3
6
1

　
℻

�

22
―
5
3
9
2

【
短　

歌
】

シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ
と
泡
の
弾
け
て
香
の
抜
け
る

サ
イ
ダ
ー
の
よ
う
今
日
の
わ
た
く
し	

堀
内　

竹
子

二
日
降
り
一
日
晴
れ
れ
ば
又
降
り
ぬ
稲
架
の
稲
穂
の
黒
ず
み
て
く
る

	

堀
内　

久
子

水
溜
り
飛
び
そ
こ
ね
た
る
私
を
電
柱
の
鳥
は
見
て
い
た
ろ
う
か

	

青
柳　

順
子

【
俳　

句
】

野
ふ
だ
う
は
枯
蔓
に
さ
へ
実
を
つ
け
し	

遠
藤　

喜
子

木
の
洞
に
雀
遊
べ
り
暮
早
し	

渡
辺　

春
江

寒
々
と
掃
き
目
正
し
き
心
字
池	

吉
武
み
ど
り

【
川　

柳
】

富
士
川
の
山
野
に
暮
ら
す
鳥
に
な
り	

志
村
湖
野
美

人
生
の
後
半
戦
に
夢
描
く	

遠
藤
い
づ
み

選
挙
戦
思
い
も
寄
ら
ぬ
人
が
来
る	

小
田
嶋
康
子

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り
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増
穂
I
C
〜
双
葉
J
C
T
間

が
通
行
止
め
と
な
り
ま
す

　
中
部
横
断
自
動
車
道
の
六
郷
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
I
C
）
か
ら
増
穂

I
C
ま
で
の
開
通
に
伴
う
、
南
ア
ル

プ
ス
本
線
料
金
所
の
撤
去
工
事
を
行

う
た
め
、
次
の
と
お
り
昼
夜
連
続
通

行
止
め
を
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
に
は
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
N
E
X
C
O
中
日
本
お
客
さ
ま
セ

ン
タ
ー

　
☎
0
1
2
0
―
9
2
2
―
2
2
9

　
☎
0
5
2
―
2
2
3
―
0
3
3
3

月
の
観
察
会
開
催

　
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
月
の
観

察
会
を
行
い
ま
す
。

　
普
段
、
肉
眼
で
は
は
っ
き
り
と
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
ク
レ
ー
タ
ー
や

月
の
海
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
？　
説

明
員
が
お
り
ま
す
の
で
、
初
め
て
の

方
で
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

　
ご
家
族
で
、
お
友
だ
ち
同
士
で
、

お
仕
事
帰
り
に
。「
月
で
も
見
て
み
よ

う
か
な
〜
」
と
思
っ
た
ら
、
ど
な
た

で
も
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

◇
開
催
日　
2
月
8
日（
水
）、9
日

（
木
）

◇
時
間　
午
後
6
時
〜
8
時
ま
で
行

い
ま
す
の
で
、
お
好
き
な
時
間
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
会
場　
町
民
会
館
駐
車
場

◇
申
込
み　
不
要

◇
参
加
費　
無
料

※�

小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同

伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い

※�

雨
天
・
風
・
曇
り
で
月
が
見
え
な

い
場
合
は
、
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
発
表
会

　
お
こ
と
く
ら
ぶ
・
茶
道
教
室
の
合

同
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
入
場
無
料

◇
日
時　
2
月
25
日
（
土
）
午
前
10

時
開
演

◇
会
場　
町
民
会
館　
子
育
て
支
援

室
・
和
室

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

伐
採
し
た
木
を
差
し
上
げ
ま
す

　
県
峡
南
建
設
事
務
所
で
は
、
昨
年

度
伐
採
し
た
木
を
、
無
料
で
配
布
し

ま
す
。

　
た
だ
し
、
商
業
目
的
の
方
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

◇
期
間　
2
月
6
日
（
月
）
午
前
10

時
〜
17
日
（
金
）
午
前
11
時
予
定

　
※
木
が
な
く
な
り
次
第
終
了

◇
配
布
場
所
（
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

量
が
異
な
り
ま
す
）

・
小
室
〜
戸
川
河
川
敷
（
八
丁
橋
上

流
右
岸
）

・
身
延
町
手
打
沢
〜
手
打
沢
川
河
川

敷
（
打
越
橋
上
流
左
岸
）

◇
条
件
な
ど

・
一
軒　
軽
ト
ラ
ッ
ク
2
台
分
ま
で

・
持
ち
出
し
の
際
の
連
絡
は
不
要

・
積
み
込
み
運
搬
は
事
故
・
ケ
ガ
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
昨
年
度
よ
り
少
量
に
な
り
ま
す
。

・
事
故
・
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
個
人
で

の
対
応
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
県
峡
南
建
設
事
務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
県
峡
南
建
設
事
務
所

　
河
川
砂
防
管
理
課　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5
―
2
4
0
―
4
1
2
2

お知らせ

Information【通行止め期間および区間】

中部横断自動車道　増穂IC〜双葉JCT　上下線

増穂IC〜白根IC（上下線） 白根IC〜双葉JCT（上下線）

2月 20日（月）午前 9時
〜 3月 6日（月）午後 5時

（予定）

2月 20日（月）午前 9時
〜 3月 3日（金）午後 6時

（予定）
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認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

11
月
利
用
分

　
町
内
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
の
利
用

料
は
無
料
で
す
。
積
極
的
に
利
用
し

て
、
ゴ
ミ
の
出
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

非
常
勤
嘱
託
職
員
お
よ
び
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

職　　種 募集人員 応募資格等 共通資格

保健師 1人 【応募資格】　保健師免許を有する方
【業務内容】　保健師業務

・�概ね60歳までの
身体健康な方

・要普通運転免許

地域包括支援セン
ター職員 1人

【応募資格】　保健師・看護師・介護支援専
門員・社会福祉士の資格を有する方
【業務内容】　地域包括支援センター業務

保育士（保育所） 3人 【応募資格】　保育士免許を有する方
【業務内容】　保育士業務

上下水道課業務員 １人
【業務内容】　下水道施設維持管理および使
用料徴収業務、簡易水道検針業務および使
用料徴収業務

・町内在住

・�概ね60歳までの
身体健康な方

・要普通運転免許

調理員（保育所） 1人 【業務内容】　給食調理

増穂ふるさと自然塾
施設職員 1人 【業務内容】　ふるさと自然塾施設維持管

理、自然プログラム補助など

児童館支援員 1人
【業務内容】　児童クラブ・児童センター業
務補助
【勤務時間】　午後1時〜7時

管理人業務 1人 【業務内容】　公園施設維持管理（大法師公
園ほか）

土木整備課作業員 1人
【応募資格】　要普通運転免許（AT限定を除
く）
【業務内容】　道路維持・補修等

用務員（学校） 1人
【業務内容】　清掃など諸業務
【勤務時間】　午前7時45分〜午後4時15分
【雇用形態】　年11ヵ月雇用（臨時職員）

◇
採
用
期
間

　
4
月
1
日
〜
平
成
30
年
3
月
31
日

◇
募
集
期
間

　
2
月
1
日
（
水
）
〜
10
日
（
金
）

◇
選
考
方
法　
面
接

◇
申
し
込
み

　
履
歴
書
、
資
格
が
必
要
な
職
種
は

資
格
が
わ
か
る
書
類
の
写
し
を
添
付

し
、財
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課　
人
事
給
与
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
1

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

11/3 青柳 5丁目諏訪神社祭典 620 520 40.04 2.9

〃 東親会催し 190 190 14.63 1.0

〃 小林八幡神社祭典 260 180 13.86 1.0

〃 小林八幡神社祭典（東小林） 100 100 7.70 0.6

〃 大椚区民運動会 30 30 2.31 0.2

11/6 七面大明神大祭 1,150 850 65.45 4.7

11/13 第 7回甲州富士川まつり 12,560 9,160 705.32 50.4

11/19 徳林寺鬼子母神さま大祭 233 193 14.86 1.1

〃 南アルプスロングライド2016 2,800 1,600 123.20 8.8

11/20 富士川町大柳川やすらぎの里もみじまつり 1,250 600 46.20 3.3

〃 福祉健康まつり 160 80 6.16 0.4

〃 第26回ゆずの里まつり 2,350 2,350 180.95 12.9

11/23 蓮華寺もみじまつり 260 230 17.71 1.3

11/27 氷室の郷ふれあいまつり 1,430 1,430 110.11 7.9

合計 23,393 17,513 1,348.50 96.4
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当
た
り
前
の
権
利
。
与
え
ら
れ
た

一
票
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
か
？　

自
分
の
意
思
表
示
を
…
。

　
今
の
よ
う
に
、
み
ん
な
が
平
等
に

投
票
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に

は
、
先
人
た
ち
の
大
変
な
努
力
と
長

い
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
初
め
（
明
治
22
年
）
は
男
性
に
し

か
選
挙
権
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
も
決
め
ら
れ
た
高
額
納
税
者
。

簡
単
に
言
え
ば
、
お
金
持
ち
だ
け
が

有
権
者
で
し
た
。
25
歳
以
上
で
、
し

か
も
投
票
は
公
開
制
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
、明
治
33
年（
1
9
0
0

年
）
に
現
在
の
よ
う
な
秘
密
投
票
に

な
り
ま
し
た
が
、
選
挙
権
は
相
変
わ

ら
ず
一
部
の
男
性
の
み
で
し
た
。

　
そ
の
頃
、
戦
争
を
し
て
い
た
日
本

の
国
を
命
が
け
で
守
る
義
務
は
、
す

べ
て
の
男
性
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
の

に
、
政
治
参
加
は
一
部
の
お
金
持
ち

に
の
み
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

一
般
の
人
た
ち
は
政
治
に
対
し
て
意

見
が
言
え
な
い
事
に
疑
問
を
持
ち
、

普
選
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
な
か
な
か
進
展
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
大
正
14
年（
1
9
2
5
年
）、や
っ

と
普
通
選
挙
が
実
現
し
ま
し
た
。
身

分
・
財
産
・
納
税
額
・
教
育
な
ど
に

よ
っ
て
制
限
せ
ず
、
一
定
の
年
齢
に

達
し
た
者
全
員
が
、平
等
に
選
挙
権・

被
選
挙
権
を
有
す
る
制
度
で
す
。
し

か
し
や
は
り
男
性
の
み
。

　
女
性
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
長

い
道
の
り
が
あ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な

ら
、
昔
の
日
本
は
、
社
会
参
加
は
男

性
が
行
い
、
女
性
は
男
性
を
支
え
れ

ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
が
普
通
だ
っ

た
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
に
不
満
を

持
っ
た
女
性
た
ち
が
、
女
性
の
解
放

の
た
め
に
政
治
に
関
与
し
な
け
れ
ば

と
、
参
政
権
を
得
る
運
動
を
始
め
た

の
で
す
。
平
塚
雷
鳥
や
市
川
房
枝
な

ど
が
中
心
と
な
り
、
日
本
の
婦
人
参

政
権
運
動
は
展
開
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
…
。

　
や
っ
と
女
性
に
も
参
政
権
が
認
め

ら
れ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
昭
和
20
年（
1
9
4
5
年
）で
す
。

そ
の
翌
年
、
昭
和
21
年
4
月
の
総
選

挙
で
女
性
は
初
め
て
参
政
権
を
行

使
。
そ
し
て
、
現
在
の
憲
法
の
制
定

や
関
連
法
規
の
整
備
が
な
さ
れ
、
法

的
に
男
女
平
等
が
実
現
し
た
の
で
す
。

　
貴
重
な
参
政
権
。
昨
年
6
月
か
ら

は
「
18
歳
」
に
引
き
下
げ
。
与
え
ら

れ
た
権
利
は
大
切
に
し
た
い
！

　
不
法
投
棄
と
は
、「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」（
※
1
）

に
定
め
ら
れ
た
処
分
場
以
外
に
廃
棄

物
を
投
棄
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
残
念
な
こ
と
に
、
町
に
も
、
可
燃

ご
み
は
も
ち
ろ
ん
、
電
化
製
品
な
ど

の
粗
大
ご
み
が
、
人
目
の
つ
か
な
い

山
の
中
、
河
川
付
近
な
ど
に
無
断
で

捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。

　
不
法
投
棄
物
一
斉
回
収
作
業
は
、

毎
年
県
の
協
力
、
町
の
建
設
安
全
協

議
会
、
ふ
じ
か
わ
協
業
組
合
の
皆
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
実
施

し
て
お
り
、
今
年
度
は
昨
年
11
月
30

日
（
水
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
、回
収
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
テ
レ
ビ
、
冷

蔵
庫
、
タ
イ
ヤ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
、
消

火
器
、
さ
ら
に
L
P
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な

ど
で
、
総
量
約
1
・
4
ト
ン
と
、
た

く
さ
ん
の
不
法
投
棄
物
が
回
収
さ
れ

ま
し
た
。

　
回
収
場
所
は
山
の
急
斜
面
な
ど
危

険
な
場
所
が
多
く
、
大
変
な
作
業
で

し
た
。
不
法
投
棄
が
な
く
な
ら
な
い

の
が
現
状
で
す
が
、
今
後
町
で
も
、

廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
さ
ら
に
強
化

す
る
な
ど
不
法
投
棄
対
策
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
防
止

の
た
め
に
は
町
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

が
必
要
で
す
。
不
法
投
棄
を
見
た
ら

役
場
ま
た
は
峡
南
林
務
環
境
事
務
所

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
法
（
※
1
）
に
よ
り
不
法
投
棄
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
法
を
違
反

し
た
場
合
は
、
5
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
1
，0
0
0
万
円
以
下
の
罰
金

と
い
う
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

環境担当です
こんにちは！

富士川町
より住みよい町に！

富士川町
男女共同参画推進委員会

町民生活課　生活環境担当　☎22−7209
Vol.4

町
を
も
っ
と
き
れ
い
に
！

不
法
投
棄
一
斉
回
収
実
施
！

不
法
投
棄
は

立
派
な
犯
罪
で
す
！

▶
現
場
で
の
回
収
作
業
の
様
子
▶
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睡
眠
と
健
康
に
深
い
関
係
が
あ
る

こ
と
は
、
ご
存
知
の
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
関
係
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？　

ま
た
、良
い
睡
眠
を
取
る
た
め
に
は
、

ど
う
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
？

1
．�

良
い
睡
眠
で
、
か
ら
だ
も
こ
こ

ろ
も
健
康
に

2
．�

適
度
な
運
動
、し
っ
か
り
朝
食
、

眠
り
と
目
覚
め
の
メ
リ
ハ
リ
を

3
．�

良
い
睡
眠
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す

4
．�

睡
眠
に
よ
る
休
養
感
は
、
こ
こ

ろ
の
健
康
に
重
要
で
す

5
．�

年
齢
や
季
節
に
応
じ
て
、
昼
間

の
眠
気
で
困
ら
な
い
程
度
の
睡

眠
を

6
．�

良
い
睡
眠
の
た
め
に
は
、
環
境

づ
く
り
も
重
要
で
す

7
．�

若
年
世
代
は
夜
更
か
し
を
避
け

体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
を
保
つ

8
．�

勤
労
世
代
の
疲
労
回
復
。
能
率

ア
ッ
プ
に
、
毎
日
十
分
な
睡
眠

9
．�

熟
年
世
代
は
朝
晩
の
メ
リ
ハ
リ
、

昼
間
に
適
度
な
運
動

10
．�

眠
く
な
っ
て
か
ら
寝
床
に
入
り
、

起
き
る
時
間
は
遅
ら
せ
な
い

11
．�

い
つ
も
と
違
う
睡
眠
に
は
、
要

注
意

12
．�
眠
れ
な
い
、
そ
の
苦
し
み
を
抱

え
ず
、
専
門
家
に
相
談
を

　
最
近
で
は
、
睡
眠
不
足
が
生
活
習

慣
病
や
う
つ
病
に
も
影
響
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
放
置
し
て
お

く
と
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
危
険

性
を
高
め
ま
す
。
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
は
肥
満
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
適
正
体
重

を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
眠
れ

な
い
、
睡
眠
に
よ
る
休
養
感
が
得
ら

れ
な
い
と
き
は
、
こ
こ
ろ
の
S
O
S

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
、
身
近
な
人
に
相
談
し
た
り
、
専

門
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
〜
良
い
睡
眠
の
た
め
の
工
夫
〜

◇
適
度
な
運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◇
自
分
に
合
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
方

法
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

◇
就
寝
前
の
過
度
な
カ
フ
ェ
イ
ン
摂

取
や
、
寝
床
に
就
い
て
か
ら
の
携
帯

電
話
や
ゲ
ー
ム
は
、
入
眠
の
妨
げ
に

な
る
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

◇
加
齢
に
よ
り
睡
眠
時
間
が
短
く
な

る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
す
。
日
中

眠
気
で
困
ら
な
い
程
度
の
自
然
な
睡

眠
が
一
番
で
す
。

◇
就
寝
前
2
〜
3
時
間
は
一
日
の
中

で
最
も
寝
つ
き
に
く
い
時
間
帯
で

す
。寝
床
で
長
く
過
ご
し
す
ぎ
る
と
、

か
え
っ
て
眠
り
が
浅
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
遅
寝
・
早
起
き
を
意
識

し
て
、
寝
床
で
過
ご
す
時
間
を
適
正

化
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

◇
ど
う
し
て
も
睡
眠
時
間
が
確
保
で

き
な
い
場
合
は
、
30
分
以
内
の
昼
寝

を
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　
規
則
正
し
い
睡
眠
・
良
質
な
睡
眠

は
心
身
の
健
康
の
基
本
で
す
。
良
い

睡
眠
で
元
気
な
毎
日
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

［12月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

中部地区簡易水道鹿島地区老朽管布設替工事実施設計業務委託 鹿 島 3,350,000 オリジナル設計㈱
大法師公園桜植栽工事 鰍 沢 1,610,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱
誘導標識書きかえ工事 青 柳 町 1,600,000 大 面 建 設 ㈱
消防団第 3分団旧詰所及び火の見櫓解体工事 長 澤 2,040,000 エ コ ワ ー ク ス ㈱
第 6揚水機場ポンプ更新工事 長 澤 3,035,000 ㈱ 関 東 日 立
長沢汚水枝線 31−2−28−9 号管布設工事 大 久 保 3,050,000 源 工 業 ㈱
本町地区簡易水道連絡管布設工事 鰍沢・最勝寺 2,350,000 ㈲ 長 澤 水 道
天神中條 460 番地先消火栓設置工事 天 神 中 條 670,000 ㈲ 長 澤 水 道
𣇃米 2309 番地先消火栓設置工事 𣇃 米 620,000 ㈱ 大 久 保 管 工
原因者負担舗装復旧工事（県道韮崎南アルプス富士川線外） 鰍 沢 23,900,000 丸 浜 舗 道 ㈱
下水道工事に伴う舗装復旧工事（その 2） 最勝寺・天神中條 8,290,000 ㈱ 輪 田 道 路
町内路線舗装打換工事 富 士 川 町 4,950,000 日 東 建 設 ㈱
消防団第 3分団詰所駐車場舗装工事 長 澤 2,000,000 新 津 建 設 ㈱

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

New
健
康
い
き
い
き
情
報

良
い
睡
眠
で
毎
日
健
康
生
活

福祉保健課
金澤知子保健師が

担当です

睡
眠
12
か
条
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光り輝くダイヤモンド富士
　髙下地区では、毎年冬至の日前後の期間、富士山の山頂から
日が昇る「ダイヤモンド富士」を見ることができます。その美
しい光景を一目見ようと、今年も県内外から多くのカメラマン
や観光客が訪れました。

ゆず
4 4

り合いで交通事故防止

　年末の交通事故防止運動の一環として、12月 19日
（月）、富士橋西詰交差点において、町の交通安全団体
による「ゆずっ子運動」街頭キャンペーンが実施され
ました。町の名産であるゆずを配布し、「ゆずの香りで
リフレッシュし、安全運転を」とドライバーに呼びか
けました。

憧れの柏選手と初蹴り
　1月 3日（火）増穂
サッカースポーツ少年
団で、新年の初蹴りが
行われました。当日は、
町出身で J 1 サンフ
レッチェ広島の柏好文
選手が訪れ、子どもた
ちは憧れの選手ととも
に汗を流しました。
じゃんけん大会では、
柏選手からユニフォー
ムなどがプレゼントさ
れました。

　▲ 12月 19 日撮影

◀▼初日の出を
拝む参拝者（元旦）

町軽スポーツ教室
フラバールバレーボール体験教室
　フラバールバレーボールとは、バレーボールとテニスをあわせたようなルールで楕円形の
ボールを使用する軽スポーツです。不規則なバウンドをするので何が起こるか予測できません。
皆さんで楽しめますのでぜひご参加ください。

【日　時】　2月24日（金）　午後7時30分〜9時　※受け付け午後7時〜
【場　所】　町民体育館アリーナ
【その他】　運動のできる服装・体育館履き・タオル・飲み物
【講　師】　町スポーツ推進委員協議会

●お申し込み・お問い合わせ　　※2月13日（月）までに、お申し込みください。
　生涯学習課　社会体育担当　（町スポーツ推進委員協議会事務局）
　☎22−5361（土日祝日を除く）　FAX�22−5392

参加
無料！

平成 29. 2 月号　No.83（18）



【一般書】
★第 3回新潮ミステリー大賞『夏をなくした少年たち』生馬直樹著
★第 40回すばる文学賞『そういう生き物』春見朔子著
・『テロリストの処方』久坂部羊著　・『無貎の神』恒川光太郎著
・『本を守ろうとする猫の話』夏川草介著
・『スイミングスクール』高橋弘希著
・『不時着する流星たち』小川洋子著
・『狩人の悪夢』有栖川有栖著　・『墨龍賦』葉室麟著
・『東京クルージング』伊集院静著　・『向こう側の蜂』池永陽著
・『バスを待つ男』西村健著　・『サロメ』原田マハ著

【児童書】
★ 2014 コルデコット賞『走れ !! 機関車』
・『きょうはやきにく』　・『さてさて、きょうのおはなしは…』
・『にげたエビフライ』　・『おしろのばん人とガレスピー』
・『おむかえパパ』　・『えらいこっちゃのようちえん』

富士山の日「ふ⑵じ⑵さん⑶」
♥関連の本用意しました
ふろしきの日「つ⑵つ⑵み⑶＝包み」
♥『ふろしき入門』『つつむ−基本から応用−』
　『ふろしきの贈り物』etc.

【テレビ化】
・『嫌われる勇気』岸見一郎著
　フジテレビ系 22：00〜

税金は納期限内に納めましょう !!
〈町税・国民健康保険税の滞納処分の状況をお知らせします〉
滞納処分等の件数　【期間：H28.4.1〜12.31】� ［単位：件 ※（　）内は12月増加分］

財産差押　計59（＋7）
捜索 公売 タイヤロック

預貯金 保険（共済） その他
42（＋4） 5（＋1） 12（＋2） 6（＋1） 2（0） 1（0）

新刊案内

今日は何の日？？？？

2 月 23 日

蔵書点検（休館）
3月1日（水）〜3月7日（火）
よろしくお願いいたします。

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　10 万円　小林　力様（横浜市）
　　　� � 　　　小林淳二様（青柳町）
　「亡父闌様のご遺志により町の教育振興のために」

戸籍の窓
自 12 月 1日　至 12 月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
�最　勝　寺� 安江　遼馬�（りょうま）� 男� 勇　太
�小　　　林� 小野　真鼓�（ま　こ）� 女� 代司弘
� 〃� 樋口　　凜�（り　ん）� 女� 潮
�大　　　椚� 若林　明沙�（あ　さ）� 女� 秀　紀
�青　柳　町� 渡邊　心陽�（こはる）� 女� 丈　晴
�鰍　沢　中� 深 　　菫�（すみれ）� 女� 佳　史

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
�最　勝　寺� 郡司　　学� 洋　子� （千頭和）
�𣇃　　　米 渡部　友和� 紗　季� （ 山 上 ）
�青　柳　町� 依田　翔吾� 恵　里� （ 織 田 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
�最　勝　寺� 大森　　武� 65� 保
� 〃� 井上　松助� 85� 松　　永
� 〃� 澤　　一� 79� 健　　司
�大　久　保� 穐山　　 � 88� 弘　　子
�𣇃　　　米 依田　一郎� 84� 一　　秀
�長　　　 � 𧦴藤とし江� 77� 喜　　昭
�青　柳　町� 小清水 つ � 88� き よ み
� 〃� 中込　汎子� 71� 洋
� 〃� 神田　鉄雄� 78� 好　　彦
� 〃� 秋山 づゑ� 86� 幹　　法
� 〃� 郡司　紀一� 97� 勝　　彦
� 〃� 小林　　闌� 83� 淳　　二
� 〃� 田邊八重子� 92� 和　　彦
�髙　　　下� 樋口瑠璃子� 91� 由　　美
�鰍　沢　中� 深 まさ子� 96� 公　　夫
�五　　　開� 望月　重子� 84� 健　　二
� 〃� 望月　ちゑ� 92� 克　　雄

ひとのうごき（ 1月 1日現在）

人　口	 15,665 人	 （− 15）
　男	 7,624 人	 （− 	 8）
　女	 8,041 人	 （− 	 7）
世　帯	 6,313 戸	 （＋ 	 4）	 ※ (　) 内は対前月比

梅にうぐいす
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石部　暖
はる
真
ま

くん
（平成 27年 2月・鰍沢北）
父　大雅さん・母　舞さん

　救急車が大好きなはるく
ん。もうすぐ 2歳！
　これからも元気に成長して
ね。

4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

深澤　一
かず

希
き

くん　6歳（鰍沢北）
　

矢島　楓
か
蓮
れん

ちゃん
（平成 25年 9月・小林）
父　幸久さん・母　可奈さん

矢島　蓮
れ
旺
お

くん
（平成 28年 4月・小林）
父　幸久さん・母　可奈さん

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　わが家の怪獣♪
　いつもかわいい笑顔に癒さ
れています。これからもすく
すく大きくなってね。

　わが家のやんちゃ娘♡
　おしゃべり大好き。
　これからも楽しい話をたく
さん聞かせてね。

ペ
ン
ギ
ン
と
海う
み

の
い
き
も
の
を
描か

き
ま
し

た
。
ペ
ン
ギ
ン
を
折お

り
紙が
み

で
折お

る
こ
と
が
難
む
ず
か

し
か
っ
た
で
す
。
で
も
絵え

の
具ぐ

を
使つ
か

っ
た
り

し
て
、
楽た
の

し
か
っ
た
で
す
。
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